
 
特長３ 価格（取引）水準により整合性のある地域補正を実現します  

 
 
 

価格水準比は地域補正を正確に行うための目安になる指標です。取引事例側にも、基準地側にも水準値を登録し、両者の比率が地域格差に 

等しくなるように補正します。価格水準は路線価が登録されているときには、路線価をベースに参考値（0.8 で割る）が表示されます。 

また、取引水準を目安の指標とすることもできます。 
 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補正後価格 

補正後価格 

地域格差 

鑑定地・価格水準 （標準価格） 

鑑定地・価格水準 （標準価格） 

事例地・価格水準 

幅員 5.5m 

幅員 6m 

幅員 6m 

個別格差（個性率） 

個別格差（個性率） 

鑑定地 

鑑定地の 
標準的画地 

事例データ 

事例の標準的画地 

幅員 4.6m 

標準化補正 
鑑定地 

事例データ 

事例の標準的画地 

幅員 5.5m 

幅員 7m 

標準化補正 

鑑定地の 
標準的画地 

事例地・価格水準 

補正後のデータを使用する 事例も、補正後の標準データを保有して、地域

間格差に使用します。 

  



 
 
 
 
   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
  
地域格差・合計（③） ＝ 標準化補正後価格(A)／地域補正後価格(B) 
したがって、チェック指標②/①は 
 

           事例側価格水準(A0)／鑑定地側価格水準(B0)  
地域格差・合計（③） 

 
 

 

価格比(B/B0)  
価格比(A/A0) 

＋－が混在しています。地域補正の明
細を再チェックしてください。 

価格水準(A0) 

価格水準(B0) 

取引事例 鑑定地 2 

鑑定地 1 

価格水準(B0) 

低目の事例(A) 
(補正後価格) 

低目に補正(B) 

高目に補正(B) 

地域補正後価格(B) ／標準化補正後価格(A) 
鑑定地側価格水準(B0)／事例側価格水準(A0) 

＝ 

(B/B0)／(A/A0) ＝ 

標準化補正後価格が低目の事例は地域補正後も低めに補正されます。 
チェック指標②/①が 100 が理想。100 以上は＋、100 以下は－で表示
しています。同一事例中で＋－が混在したり、乖離が大きい事例の地
域補正を見直して下さい。 

価格水準の代わりに 
取引水準を事例利側と鑑定
地側に設定することもでき
ます。価格水準＜取引水準 

チェック指標 

－符号でも乖離が少し大きいようで
す。地域補正を見直してください。 

 

◇ 同一事例が複数の基準地に採用された時の地域補正のチェックができます

③ 

1 つの取引事例が複数の鑑定地に比準適用されているときに地域補正の矛盾を解消します。標準化補正後価格が低目の事例は地域補正後も低めに補
正されます。同一事例中で＋－が混在したり、乖離が大きい事例の地域補正をチェックできます。事例側および鑑定地側に予め設定した「価格（取
引）水準」と地域格差によりチェックします。 
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